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1 概要
S1 C0 5 2 5 1 ( CAS + FSK I C) は、Ca l l  Wa i t i n g 機能付き発信番号認識用CMOS I Cで、S1 C0 5 2 5 0 の改訂版で
す。Be l l c o r e  GR- 3 0 - COREに準拠したCND( Ca l l i n g  Nu mb e r  De l i v e r y ) 、CNAM( C a l l i n g  Na me  De l i v e r y ) 、
CI DCW( Ca l l i n g  I d e n t i t y  o n  Ca l l  Wa i t i n g ) 、あるいはBr i t i s h  Te l e c o mのCLI P( C a l l i n g  Li n e  I d e n t i f i c a t i o n 
Se r v i c e ) 、Ca b l e  Co mmu n i c a t i o n s  As s o c i a t i o n のCDS( Ca l l e r  Di s p l a y  Se r v i c e ) など、各種発信情報通知サ
ービスとのインタフェースを提供します。
また、S1C05251にはパワーダウン回路、リング検出回路、キャリア検出回路、同期受信データ出力機能、
クロック同期式シリアルイ ンタフェースが搭載されており、以下に挙げるよ うなアプリケーションの構
築に最適です。

• Call Waiting機能付き発信番号通知サービス

• 電話機などの補助装置

• 電話応答装置

• 多機能電話

• ファックス

• コンピュータ周辺回路

• Message Waiting電話

1.1 特長
• Bellcore GR-30-CORE、SR-TSV-002476に準拠 (S1C05250と同一)

• British Telecom SIN227、SIN242に準拠 (S1C05250と同一)

• プログラマブルなバンドパスフィルタにより、BellcoreのCPEアラート信号(CAS)、British Telecomのア
イドルトーンアラート信号を検出可能 (S1C05250と同一)

• ITU-T V.23/BELL202準拠のFSK復調回路 (S1C05250と同一)

• コールプログレスモード信号(CPM)検出のためのフィルタバイパスモード (S1C05250と同一)

• アラート信号の検出レベルをプログラマブルに設定可能 (S1C05250と同一)

• キャリア/リング検出出力 (S1C05250と同一)

• FSKエナジ検出モード: パワーダウン時にFSK信号検出 (S1C05251の新規追加機能)

• CAS信号のシングルエンド入力可 (S1C05251の新規追加機能)

• オフフック検出 (S1C05251の新規追加機能)

• 3.579545MHz水晶発振または外部クロック入力に対応 (S1C05250と同一)

• シリアル受信データ出力 (S1C05250と同一)

• シリアルホストインタフェース (S1C05250と同一)

• パワーダウンモード (S1C05250と同一)

• 電源電圧: 2.7V～5.5V (S1C05250と同一)

• 動作温度範囲: -20°C～70°C (S1C05250と同一)

• 消費電流: 動作時 3mA (S1C05250と同一)

ゼロパワーモード時 1µA (S1C05250と同一)

FSKエナジ検出モード 6µA (S1C05251の新規追加機能)

• 出荷形態: SOP2-28pin(プラスチック)、DIP-28pin(セラミック)またはチップ (S1C05251の新規追加機能)
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1.2 ブロック図
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図 1.2.1　ブロック図

1.3 端子配置図
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No. 端子名 No. 端子名 No. 端子名 No. 端子名
1 INP 8 HOOK 15 OSC3 22 #IRQ
2 INN 9 RDIN 16 OSC4 23 #SCLK
3 FB 10 #RDRC 17 EXTCLK 24 SDI
4 CASIN 11 #RDET 18 MODE0 25 SDO
5 CASFB 12 PDWN 19 MODE1 26 CDIN
6 VREF 13 #RESET 20 #PQUAL 27 BPOUT
7 EXTREF 14 VSS 21 #DET 28 VDD

図 1.3.1　端子配置



1　概要

S1C05251 TECHNICAL MANUAL EPSON 3

1.4 端子説明

注: 本書に記載の信号名/端子名において、先頭の"#"はLowアクティブ信号/端子を表します。

表 1.4.1　端子説明

端子名 端子No. 形式 パワー
ダウン状態

機　　能

INP 1 入力
アナログ

Off/
アクティブ

+入力: アンプ非反転入力
入力利得設 定用抵抗とD C カットコ ンデンサを通し、電話 線に接続し
ます。M O D E 1 端子をLo w レベ ルに設定すると 、パワーダウ ンモード
時に本端子 は内部回路から切 り離されます。M O D E 1端 子がH i ghレベ
ルの場合、#IRQ端子からホストの起動信号を出力するため、パワーダ
ウンモード時でも本端子によるFSKエナジ検出を継続します。本端子
には利得設定用抵抗以外は接続しないでください。本端子への過度な
負荷は回路の誤動作の原因となります。

INN 2 入力
アナログ

Off/
アクティブ

-入力: アンプ反転入力
入力利得設 定用抵抗とD C カットコ ンデンサを通し、電話 線に接続し
ます。M O D E 1 端子をLo w レベ ルに設定すると 、パワーダウ ンモード
時に本端子 は内部回路から切 り離されます。M O D E 1端 子がH i ghレベ
ルの場合、#IRQ端子からホストの起動信号を出力するため、パワーダ
ウンモード時でも本端子によるFSKエナジ検出を継続します。本端子
には利得設定用抵抗以外は接続しないでください。本端子への過度な
負荷は回路の誤動作の原因となります。

FB 3 出力
アナログ

High-Z/
アクティブ

アンプ出力
本端子とINN端子間に利得を設定する帰還抵抗を接続します。MODE1
端子をLowレベルに設定すると、パワーダウンモード時に本端子はハ
イイ ンピ ーダ ンス となり ます 。M O D E 1 端子が H i ghレ ベル の場 合、
#D E T端子から ホストの起動信号を 出力するため、パワー ダウンモー
ド時でも本端子によるFSKエナジ検出を継続します。本端子には利得
設定用抵抗以外は接続しないでください。本端子への過度な負荷は回
路の誤動作の原因となります。

CASIN 4 入力
アナログ

Off CASトーンアンプ入力
電話アプリ ケーションの場合、本 端子を入力利得設定用 抵抗とD C カ
ットコンデ ンサを通し、電話ハイ ブリッド回路の出力に 接続します。
パワーダウンモード時、本端子は内部回路から切り離されます。本端
子には利得設定用抵抗以外は接続しないでください。本端子への過度
な負荷は回路の誤動作の原因となります。

CASFB 5 出力
アナログ

High-Z CASアンプ出力
本 端子 とC A S I N 端 子間 にC A S 利 得を 設定 す る帰 還抵 抗 を接 続し ま
す。MODE1端子をLowレベルに設定すると、パワーダウンモード時、
本端子はハイインピーダンスとなります。本端子には利得設定用抵抗
以外は接続しないでください。本端子への過度な負荷は回路の誤動作
の原因となります。

VREF 6 出力
アナログ

High-Z/
VDD/2レベル

基準電圧出力
VDDの1/2の電圧を出力します。本端子は0.1µFのコンデンサでVSSに接
続してく ださい。M O D E 1端 子をLo w レベルに 設定すると、 パワーダ
ウンモード 時に本端子はハイイ ンピーダンスとなり ます。M O D E 1端
子がHighレベルの場合、パワーダウンモード時でも本端子はVDDの1/2
の電圧を出力しま す。本端子にはV SSへのバイパス コンデンサ以外は
接続しないでください。本端子への過度な負荷は回路の誤動作の原因
となります。

EXTREF 7 入力
アナログ

アクティブ 外部基準電圧入力
外部のD C 基 準電圧を入力します。 この入力電圧はオフフ ック検出の
しきい値を決定します。

HOOK 8 入力
アナログ

アクティブ オフフック検出入力
T I P / RI NG ラインのダイ オードブリッジ出力をオフフッ ク/ オンフック
検出用分割抵抗を通して接続します。

RDIN 9 シュミット
トリガ入力

アクティブ リング検出入力
リング検出のため、リング信号をアッテネートして入力します。この
入力回路はパワーダウンモード時も動作します。
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端子名 端子No. 形式 パワー
ダウン状態

機　　能

#RDRC 10 オープンド
レイン出力
シュミット
トリガ入力

アクティブ リング検出RC端子
R C ネットワ ークを接続して、リン グ信号検出のための遅 延時間を設
定します。この出力回路はパワーダウンモード時も動作します。

#RDET 11 出力 アクティブ リング検出出力
M O D E 1端子を Lo w レベルに設 定すると、本端 子からはシュ ミットト
リガバッフ ァを通した#R D R C 信号が 出力されます。リン グ信号を検
出すると 、本端子はLo w レベルとなり ます。M O D E 1端子 をH i ghレベ
ルに設定すると、本端子からはHOOK端子の入力を判定したオフフッ
ク検出結果が出力されます。オンフック状態で出力はHighレベル、オ
フフック状態でLowレベルとなります。

PDWN 12 入力 アクティブ パワーダウン入力
通常動作中は、本端子をLowレベルに保つ必要があります。本端子を
H i ghレベルに設定すると、S 1 C 052 51 は パワーダウンモードになりま
す。パワーダウンモードでは、OSC4端子はHighレベル、VREF、CASFB
およびFB端子はハイインピーダンスとなります。(FB端子およびVREF

端子はM O D E 1 端子がLo w レベ ルの場合にのみ ハイインピー ダンスと
なります。)

#RESET 13 入力 アクティブ リセット入力
本端子をLowレベルに設定すると、内部レジスタがすべてデフォルト
状態にリセットされます。内部レジスタに書き込みを行うには、本端
子をHighレベルに設定しておく必要があります。

VSS 14 電源(-) –電源端子
システムのグラウンドラインに接続します。

OSC3 15 入力 Off 水晶発振入力/外部クロック入力
水晶 振動子 を本端 子とO S C4 端子間 に、ま た適切 な容量 を本端 子と
V SS端子間に接続し ます。外部クロックを本端子に 入力して使用する
ことも可能です。パワーダウンモード時、本端子は内部回路から切り
離されます。

OSC4 16 出力 Highレベル 水晶発振出力
水晶振動子を本端子とO S C3 端子間 に、また適切な負荷容量を本端子
とV SS端子 間に接続します 。O S C3 端子に外 部クロックを入 力する場
合は、本端子をオープンにします。パワーダウンモード時、本端子は
Highレベルとなります。

EXTCLK 17 入力 アクティブ 外部クロック入力
F S K エナ ジ検 出回 路の プ リク オリ ファ イロ ジ ック 動作 用ク ロッ ク
(32.768kHz Typ.)をホストより入力します。

MODE0 18 入力 アクティブ モード0選択入力: CASモードまたはFSK/CPMモードの選択
本端子をHighレベルに設定するとCASモードが選択され、CAS検出が
有効、F S K 機 能/ C P M 検出が無効とな ります。また、この 状態でホス
トデバイスによるS D I および#S C LK 端 子を使用した内部レジスタへの
書き込みが行えます。なお、レジスタへの書き込みを行う前に本端子
を一度Lowレベルに設定し、シリアルインタフェースをデータ書き込
みシーケンスに同期させる必要があります。
本端子 をLo w レベルに 設定するとF S K / C P M モードが選択 され、C A S 
検出が無効 、F S K 機能/ C P M 検出が有 効となります。この 状態で、ホ
ス トデ バイ スは 受信 デー タを S D O 端 子か ら読 み出 すこ とが でき ま
す。詳細は表3.2.1を参照してください。

MODE1 19 入力 アクティブ モード1選択入力: FSKエナジおよびオフフック検出モードの選択
本端 子をH i ghレ ベルに設 定すると F S K エナジ およびオ フフック 検出
機能が有効になり、Lowレベルに設定すると無効となります。詳細に
ついては、表3.2.1を参照してください。

#PQUAL 20 出力 Highレベル プリクオリファイ出力
プリクオリファイ出力を本端子でモニタできます。トーン検出中以外
は、本端子はHighレベルになります。
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端子名 端子No. 形式 パワー
ダウン状態

機　　能

#DET 21 出力 アクティブ 検出出力
パワーダ ウンモード時 でかつM O D E 1端子が Lo w レベルの場 合は、リ
ング信号が入力されるか、ラインリバーサル信号により本端子がLow
レベルとな ります。M O D E 1端子が H i ghレベルの場合、リ ング信号ま
たはFSK信号の入力により本端子がLowレベルとなります。FSKモー
ドで の通常動 作中は 、F S K 信 号が入力 される とLo w レ ベルにな りま
す。C P M モー ドでの通常動作中は 、入力したC P M トーン 信号をパル
ス列に変換して出力します。CASモードでの通常動作中はCASトーン
信号が入力されるとLowレベルになります。詳細については、表3.2.1
を参照してください。

#IRQ 22 オープンド
レイン出力

アクティブ 割り込み要求出力
パワーダウンモード時は、リング信号が入力されるか、ラインリバー
サル 信号によ りLo w レ ベルと なります 。F S K モ ードで の通常動 作中
は、受信データが内部レジスタに取り込まれ、ホストからの読み出し
が可能になるとLowレベルとなります。その後、ホストが受信データ
の最初のビットを読み出した時点でHighレベルに戻ります。CPMモー
ドでの通常動作中は、CPMトーン信号が入力されるとLowレベルにな
ります。CASモードでの通常動作中はCASトーンを検出するとLowレ
ベルになります。CASトーン入力中はLowレベルを保持します。詳細
については、表3.2.1を参照してください。

#SCLK 23 入力 アクティブ シリアルクロック入力
ホストが内部レジスタへの書き込みを行う場合、または受信データを
読み出す場合に、ホストからクロックが本端子に供給されます。ホス
トに読 み出され る受信デ ータは本 端子に入 力される クロック の立ち
下がりエッジで順次シフトします。

SDI 24 入力 アクティブ シリアルデータ入力
ホストが内部レジスタへの書き込みを行う際に、書き込みデータを入
力します。

SDO 25 出力 Highレベル シリアルデータ出力
ホストが読 み出す受信データを出 力します。非同期モー ド選択時は、
非同期形式のデータが出力されます。同期モード選択時は、ホストが
#SCLK端子に供給するクロックに同期してデータが出力されます。パ
ワーダウンモード時、CPMモード時、あるいはCASモード時、本端子
はHighレベルになります。

CDIN 26 入力
アナログ

VREF コンデンサ接続端子
本端子とBPOUT端子間に0.1µFのコンデンサを接続します。内部動作
のテストの ため、この0. 1µF のコン デンサを通して本端 子にF S K 信号
を 直接 入力 して バン ドパ スフ ィ ルタ をバ イパ スす るこ とが でき ま
す。本端子にはこのコンデンサ以外は接続しないでください。本端子
への過度な負荷は回路の誤動作の原因となります。

BPOUT 27 出力
アナログ

High-Z コンデンサ接続端子
本端子とCDIN端子間に0.1µFのコンデンサを接続します。内部動作の
テスト のため、 バンドパ スフィル タの出力 を本端子 でモニタ できま
す。本端子にはこのコンデンサ以外は接続しないでください。本端子
への過度な負荷は回路の誤動作の原因となります。

VDD 28 電源(+) +電源端子
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2 電源系およびイニシャルリセット
2.1 電源
S1C05251の動作電源電圧は次のとおりです。

電源電圧: 2.7V～5.5V

S1C05251は上記範囲の単一電源をVDD–VSS間に供給することにより動作し、内部動作に必要な電圧(VREF

= 1/2 VDD)をIC自身で発生します。

+
–

VDD

VREF

VSS

R

R–

+外部�
電源�

図 2.1.1　電源系

2.2 イニシャルリセット
S1C05251は、外部CPUがシリアルインタフェースを通してアクセス可能な制御レジスタを内蔵していま
す。これらの制御レジスタは#RESET端子を使用したイニシャルリセットによって初期化されます。

#RESET

MODE0

制御レジスタ�
R

書き込み制御回路�
R

図 2.2.1　イニシャルリセット回路

I C外部より# RESET 端子をLo w( VS S ) レベルにすることにより、制御レジスタはリセットされます。その
後、# RESET 端子をHi g h ( V DD) レベルにすることでリセット状態が解除されます。
また 、制御 レジス タの書 き込み 制御回 路は、 # RESET 端子 または MODE0 端子 がLo w( VS S ) レ ベルの とき
にリセットされます。制御レジスタへの書き込み時は、# RESET / MODE0 の両端子がHi g h ( V DD) レベルで
ある必要があります。
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3 機能説明
3.1 レジスタ説明
S1C05251はCPUによりアクセス可能な8個の4ビットレジスタを内蔵しています。
CPUはシリアルインタフェース端子(SDI、#SCLK、MODE0)を通してこれらのCPUインタフェースレジス
タをアクセスし、S1C05251のモードを制御することができます。CPUは送信データの最初の4ビットで、
アクセスする内 部レジスタのアドレスA[ 3 :0 ] を指定 します。送信はLS B(A 0) から行います 。これに続く4 
ビットはデ ータビットD[ 3 :0 ] で、 指定のレジスタに書 き込むデータを指定 します。このデー タの送信も
LSB(D0)から行います。
"表 3.1.1"にレジスタと制御ビットの割り付けを示します。

表 3.1.1　レジスタ構成

レジスタ名 アドレス 初期値 データビット
A[3:0] D3 D2 D1 D0

MDR 0000 0000 TEST SEL BT SYNC
GLR 0001 0100 GL3 GL2 GL1 GL0
GHR 0010 0100 GH3 GH2 GH1 GH0
TLR 0011 0110 TL3 TL2 TL1 TL0
THR 0100 XXX1 X X X TH0
AVR 0101 X011 X AV2 AV1 AV0
WLR 0110 0001 WL3 WL2 WL1 WL0
WHR 0111 0001 WH3 WH2 WH1 WH0
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以下、各レジスタの詳細を個別に説明します。

MDR: モードレジスタ(アドレス = 0h)

表 3.1.2　MDRレジスタ
ビット ビット名 初期値 説　　明

D0 SYNC 0 非同期/同期モード選択
非同期または同期モードを選択します。

 SYNCビット 　　　　モード 　　　
0 非同期モードを選択
1 同期モードを選択

本ビットを0に設定すると非同期モードが選択され、SDO端子から出力される8ビ
ットシリアルデータは非同期形式となります。
本ビットを1に設定した場合は同期モードが選択されます。FSKモードでFSK信号
を受信時は、CPUから#SCLK端子に入力されるクロックに同期してシリアルデー
タがSDO端子から出力されCPUに読み込まれます。また同期モードでは受信デー
タが出力可能になると#IRQ端子がLowレベルとなり、CPUがデータを読み出せる
ことを示します。

D1 BT 0 Bellcore/BT選択
BellcoreまたはBT(British Telecom)モードを選択します。

 BTビット 　　　　モード 　　　
0 Bellcoreモードを選択
1 BTモードを選択

本ビットを0 に設定すると、デュアル トーンフィルタの利得は G L RおよびG H R レ
ジスタで直接設定されます。
本ビットを1に設定した場合は、GLR(表3.1.3)およびGHR(表3.1.4)レジスタの設定
に6dBを加算した値がデュアルトーンフィルタの利得として設定されます。

D2 SEL 0 FSK/CPMモード選択
MODE0端子がLowレベルの場合に、FSKまたはCPMモードを選択します。

 SELビット 　　　　モード 　　　
0 FSKモードを選択
1 CPMモードを選択

M O D E 0端子がLo w レベル( F S K / C P Mモード) に設 定されている場合に本ビットを1
に設定すると受信 フィルタがバイパスされ、I N P / I N N端子に C P M トーンが入力さ
れると#IRQ端子がLowレベルになります。また、CPMトーン信号から生成したパ
ルスが#D E T端子から出力されますので、 その周波数を計測することでC P M (ダイ
ヤル)トーンの識別が行えます。
M O D E 0端子がLo w レベル( F S K / C P Mモード) に設 定されている場合に本ビットを0
に設定すると、FSK機能が有効になります。
M O D E 0端子がH i gh レベル( CA S モード) の場 合、C A S 信号を本ビット が1のときは
CASIN端子から、本ビットが0のときはINP/INN端子から入力できます。

D3 TEST 0 テストモード選択
IC検査用のテストビットです。通常は本ビットを常時0に設定しておく必要があり
ます。
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GLR: ロートーン利得設定レジスタ(アドレス = 1h)

表 3.1.3　GLRレジスタ
ビット ビット名 初期値 説　　明

D0
D1
D2
D3

GL0
GL1
GL2
GL3

0100 ロートーンフィルタ利得選択
2130Hzトーンフィルタの利得を制御します。

 GL3     GL2      利得(dB)  GL1     GL0      利得(dB)
0 0 0 0 0 0
0 1 -4 0 1 -1
1 0 -8 1 0 -2
1 1 -12 1 1 -3

GL1とGL0は利得を1dB単位で、GL3とGL2は4bB単位で変化させます。
ここで 設定した利得 のトータル分 、アラート信 号の検出レベ ルが減衰( 感 度が低
下)します。

GHR: ハイトーン利得設定レジスタ(アドレス = 2h)

表 3.1.4　GHRレジスタ
ビット ビット名 初期値 説　　明

D0
D1
D2
D3

GH0
GH1
GH2
GH3

0100 ハイトーンフィルタ利得選択
2750Hzトーンフィルタの利得を制御します。

 GH3    GH2     利得(dB)  GH1    GH0     利得(dB)
0 0 0 0 0 0
0 1 -4 0 1 -1
1 0 -8 1 0 -2
1 1 -12 1 1 -3

GH1とGH0は利得を1dB単位で、GH3とGH2は4bB単位で変化させます。
ここで 設定した利得 のトータル分 、アラート信 号の検出レベ ルが減衰( 感 度が低
下)します。
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TLR, THR: 検出しきい値設定レジスタ(アドレス = 3h, 4h)

表 3.1.5　TLR、THRレジスタ
ビット ビット名 初期値 説　　明

D0
D1
D2
D3
D0
D1
D2
D3

TL0
TL1
TL2
TL3
TH0

X
X
X

0110

XXX1

CAS検出しきい値選択
CASトーンを識別する最小幅を制御します。TH0(THRレジスタのビット0)が設定
値のMSBとなります。

 TH0     TL3     TL2     TL1     TL0       しきい値(msec)  
0 0 0 0 0 5
0 0 0 0 1 9
0 0 0 1 0 12
0 0 0 1 1 16
0 0 1 0 0 19
0 0 1 0 1 21
0 0 1 1 0 23
0 0 1 1 1 26
0 1 0 0 0 29
0 1 0 0 1 32
0 1 0 1 0 34
0 1 0 1 1 36
0 1 1 0 0 39
0 1 1 0 1 43
0 1 1 1 0 46
0 1 1 1 1 48
1 0 0 0 0 50
1 0 0 0 1 53
1 0 0 1 0 56
1 0 0 1 1 59
1 0 1 0 0 61
1 0 1 0 1 64
1 0 1 1 0 67
1 0 1 1 1 70
1 1 0 0 0 73
1 1 0 0 1 76
1 1 0 1 0 78
1 1 0 1 1 81
1 1 1 0 0 84
1 1 1 0 1 87
1 1 1 1 0 90
1 1 1 1 1 無効(設定不可)

10  11  0はB e  l lco  re  とB T のLo  op   S t at e  サービスに、11  00  1はB T のI d  le   S t at e サービス
に対応します。

AVR: 平均分周比選択レジスタ(アドレス = 5h)

表 3.1.6　AVRレジスタ
ビット ビット名 初期値 説　　明

D0
D1
D2
D3

AV0
AV1
AV2

X

X011 平均カウンタ分周比選択
内部の平均カウンタの分周比を制御します。設定は011を推奨します。

 AV2    AV1     AV0         分周比
0 0 0 1/1
0 0 1 1/2
0 1 0 1/4
0 1 1 1/8
1 0 0 1/16
1 0 1 1/32
1 1 0 1/64
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WLR: ロートーン記録ウィンドウ幅選択レジスタ(アドレス = 6h)

表 3.1.7　WLRレジスタ
ビット ビット名 初期値 説　　明

D0
D1
D2
D3

WL0
WL1
WL2
WL3

0001 ロートーンウィンドウ幅選択
識別ブロックのロートーン記録ウィンドウの幅を選択します。トーン1サイクルが
指定範囲内であれば識別されます。

 WL3   WL2    WL1    WL0        ウィンドウ幅(%)
0 0 0 0 0.51, -0.50
0 0 0 1 0.57, -0.56
0 0 1 0 0.63, -0.62
0 0 1 1 0.69, -0.68
0 1 0 0 0.75, -0.74
0 1 0 1 0.81, -0.80
0 1 1 0 0.87, -0.85
0 1 1 1 0.93, -0.91
1 0 0 0 0.99, -0.97
1 0 0 1 1.06, -1.03
1 0 1 0 1.12, -1.09
1 0 1 1 1.18, -1.15
1 1 0 0 1.24, -1.20
1 1 0 1 1.30, -1.26
1 1 1 0 1.36, -1.32
1 1 1 1 1.42, -1.38

00 01 はB e l lco re 用のデフォルト設定値で す。00 10 はB T のLo op  S t at e サービスに、
1100はBTのIdle Stateサービスに対応します。

WHR: ハイトーン記録ウィンドウ幅選択レジスタ(アドレス = 7h)

表 3.1.8　WHRレジスタ
ビット ビット名 初期値 説　　明

D0
D1
D2
D3

WH0
WH1
WH2
WH3

0001 ハイトーンウィンドウ幅選択
識別ブロックのハイトーン記録ウィンドウの幅を選択します。トーン1サイクルが
指定範囲内であれば識別されます。

 WH3   WH2   WH1   WH0        ウィンドウ幅(%)
0 0 0 0 0.51, -0.49
0 0 0 1 0.59, -0.56
0 0 1 0 0.67, -0.64
0 0 1 1 0.75, -0.71
0 1 0 0 0.83, -0.79
0 1 0 1 0.90, -0.86
0 1 1 0 0.98, -0.94
0 1 1 1 1.06, -1.02
1 0 0 0 1.14, -1.09
1 0 0 1 1.22, -1.17
1 0 1 0 1.30, -1.24
1 0 1 1 1.37, -1.32
1 1 0 0 1.45, -1.39
1 1 0 1 1.53, -1.46
1 1 1 0 1.61, -1.54
1 1 1 1 1.69, -1.61

00 01 はB e l lco re 用のデフォルト設定値で す。00 10 はB T のLo op  S t at e サービスに、
1001はBTのIdle Stateサービスに対応します。
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3.2 #RDET, #IRQ, #DET端子の出力
# RDET 、# IRQ 、# DET 端子の出力内容は動作モードによ って変わります。" 表 3 .2. 1" に動作モードの設定
と端子機能の一覧を示します。

表 3.2.1　動作モードによる端子機能一覧

PDWN MODE1 MODE0 SEL
ビット

動作機能 FSK
入力端子

CAS
入力端子

#RDET #IRQ #DET パワー
モード

0 0 0 0 RING検出
FSK受信

INP/INN Off RING
検出

FSK
受信終了

FSK
信号検出

パワーオン

0 0 0 1 CPM検出
RING検出

INP/INN Off RING
検出

CPM
検出

CPM
信号出力

0 0 1 0 CAS検出
RING検出

Off INP/INN RING
検出

CAS
検出

CAS
検出

0 0 1 1 CAS検出
RING検出

Off CASIN RING
検出

CAS
検出

CAS
検出

1 0 X X ゼロパワーモード
RING検出

Off Off RING
検出

RING
検出

RING
検出

パワー
ダウン

0 1 0 0 FSK検出
フック検出

INP/INN Off オフフック
検出

FSK
受信終了

FSK
信号検出

パワーオン

0 1 0 1 CPM検出
フック検出

INP/INN Off オフフック
検出

CPM
検出

CPM
信号出力

0 1 1 0 CAS検出
フック検出

Off INP/INN オフフック
検出

CAS
検出

CAS
検出

0 1 1 1 CAS検出
フック検出

Off CASIN オフフック
検出

CAS
検出

CAS
検出

1 1 X X FSKエナジ検出
モード 　　　　

RING検出
フック検出
FSKエナジ検出

INP/INN Off オフフック
検出

RING
検出

RING
検出
あるいは

FSKエナジ
検出

パワー
ダウン
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3.3 入力アンプ回路

3.3.1 ディファレンシャル入力
入力段のアンプは利得が正しく設定されるように回路を構成する必要があります。このために6 個また
は5 個の外付け抵抗が必要です。

INN

フィルタへ�Amp
–

+
INP

TIP

RING

FB

R5R3

R6R4

R1

R2

VREF

VREF

VREF

図 3.3.1　入力アンプ回路

入力段のアンプの利得はR1 からR6 の値により次のように設定できます。なお 、R3 とR5 は1 つの抵抗で代
用することもできます。

[倍]    (R1 = R2, R3 = R4, R5 = R6の場合)
R6

R2
=

R5

R1
GAMP =

FSKおよびCASトーン信号の検出レベルを設定するには、VDDを基準として次のように各抵抗値を決定し
てください。

R6

R2
=

R5

R1
GAMP =

VDD

5
= × 0.562 [倍]

VDDはS1 C05 25 1のVDD 端子に供給する電源電 圧です。R3 とR4 はノ イズ対策の面からどち らも2 00 kΩ 程度
を推奨します。
"表 3.3.1"にVDD = 5V、"表 3.3.2"にVDD = 3Vの場合の抵抗値の例および利得を示します。MODE1端子が
1 (パワーダウン時にFSK 信号 を検出するモード) に設定されている場合、表に 示す値より小さな抵抗は使
用しないでください。

表 3.3.1　抵抗値と利得(VDD = 5V)

項　　目 値 条　件
Bellcore BT

R1, R2 1000kΩ 1000kΩ 1%
R3, R4 200kΩ 200kΩ 1%
R5, R6 562kΩ 562kΩ 1%
入力アンプ利得 0.562倍(-5dB) 0.562倍(-5dB)
FSK/CPM - CD ONレベル(Typ.) -43.0dBm -45.2dBV
FSK/CPM - CD OFFレベル(Typ.) -45.0dBm -47.2dBV
CAS - CD ONレベル(Typ.) -35.9dBm -44.1dBV トーンフィルタ利得 = -4dB

表 3.3.2　抵抗値と利得(VDD = 3V)

項　　目 値 条　件
Bellcore BT

R1, R2 1000kΩ 1000kΩ 1%
R3, R4 200kΩ 200kΩ 1%
R5, R6 338kΩ 338kΩ 1%
入力アンプ利得 0.3372倍(-9.4dB) 0.3372倍(-9.4dB)
FSK/CPM - CD ONレベル(Typ.) -43dBm -45.2dBV
FSK/CPM - CD OFFレベル(Typ.) -45dBm -47.2dBV
CAS - CD ONレベル(Typ.) -35.9dBm -44.1dBV トーンフィルタ利得 = -4dB
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3.3.2 シングルエンド入力
シングルエンド入力の場合は2 個の外付け抵抗が必要です。

CASIN

フィルタへ�Amp
–

+

HYBRID

CASFB

B

R8
R7

図 3.3.2　入力アンプ回路

入力段のアンプの利得はR7とR8の値により次のように設定できます。

[倍]
R8

R7
GAMP =

ノードBにおけるFSKおよびCASトーン信号の検出レベルを設定するには、VDDを基準として次のように
各抵抗値を決定してください。

=
R8

R7
GAMP =

VD D

5
× 0.562 [倍]

VDDはS1C05251のVDD端子に供給する電源電圧です。
"表 3.3.3"にVDD = 5V、"表 3.3.4"にVDD = 3Vの場合の抵抗値の例および利得を示します。

表 3.3.3　抵抗値と利得(VDD = 5V)

項　　目 値 条　件
Bellcore BT

R7 1000kΩ 1000kΩ 1%
R8 562kΩ 562kΩ 1%
入力アンプ利得(Typ.) -5.0dB -5.0dB
CAS - CD ONレベル(Typ.) -35.9dBm -44.1dBV トーンフィルタ利得 = -4dB

表 3.3.4　抵抗値と利得(VDD = 3V)

項　　目 値 条　件
Bellcore BT

R7 1000kΩ 1000kΩ 1%
R8 338kΩ 338kΩ 1%
入力アンプ利得(Typ.) -9.4dB -9.4dB
CAS - CD ONレベル(Typ.) -35.9dBm -44.1dBV トーンフィルタ利得 = -4dB
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3.4 リング/ラインリバーサル信号検出
"図 3.4.1"にBellcoreのリング信号とBTのラインリバーサル信号を検出する回路例を示します。S1C05251
がパワーダウンモードの場 合、この回路はリング信号またはラインリバーサ ル信号の検出を行います。
ラインリバーサル信号またはリング信号はRDIN端子の電位を上昇させ、シュミットトリガ出力をHighレ
ベルにします。これによって、Nc h トランジスタ がON し、# RDRC端子はLo wレベルとなります。通常、
RDIN端子はVSSレベルになっているため#RDRC端子はHighレベルです。リング信号が入力されるか、ラ
インリバーサル信号が発生すると、#RDRC端子のコンデンサが放電し#RDRC端子はHighレベルからLow
レベルに変化します。# RDET 端子も同様の動作をしま すが、モードにかかわらずパワーダウンモード時
以外でもRDIN端子の入力に応じて常時応答します。

#IRQ

RDIN

TIP

RING #RDRC
VDD

VDD

#DET

#RDET

VDD

270kΩ

0.2µF

0.2µF

0.2µF

33kΩ

470kΩ

図 3.4.1　リング/ラインリバーサル信号検出回路

3.5 FSK復調
受信したFSK変調信号はバンドパスフィルタで処理された後、FSK復調回路により復調されます。PDWN
端子がLowに設定され、ホストCPUによりFSKモードが選択されている場合にFSK信号が入力されると、
# DET 端子がLo wレ ベルになります。受信 データはSD O端子からホ ストCPU に読み出されま す。また、1 
バイトの受信ごとに#IRQ端子がLowレベルになります。本復調回路はITU-T V.23またはBell 202に準拠し
たFSK変調信号に対応しています。

表 3.5.1　FSKデータ特性
項　　目 Bellcore BT

マーク周波数 1200Hz ±1% 1300Hz ±1.5%
スペース周波数 2200Hz ±1% 2100Hz ±1.5%
受信信号レベル マーク: -32dBm～-12dBm

スペース: -36dBm～-12dBm
マーク: -40dBV～-14dBV
スペース: -36dBV～-8dBV

信号ひずみ率 ≥25dB ≥20dB
転送レート 1200ボー ±1% 1200ボー ±1%
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3.6 デュアルトーン検出
デュアルトーン(Bellcore: CPEアラート信号(CAS)、BT: トーンアラート信号)の検出は、2つのトーンフィ
ルタとデジタル識別回路によって行います。PDWN端子がLowに設定され、ホストCPUによりCASモード
が選択されている場合にデュアルトーンが送られてくると、#DET端子および#IRQ端子がLowレベルにな
ります。

表 3.6.1　デュアルトーン特性

項　　目 Bellcore BT (トーンアラート信号)
(CPEアラート信号) 回線断状態 回線接続状態

ロートーン周波数 2130Hz ±0.5% 2130Hz ±1.1% 2130Hz ±0.6%
ハイトーン周波数 2750Hz ±0.5% 2750Hz ±1.1% 2750Hz ±0.6%
受信信号レベル -32dBm～-14dBm/トーン,

オフフック
-40dBV～-2dBV/トーン,
オンフック

-40dBV～-8dBV/トーン,
オフフック

除去信号レベル ≤-45dBm ≤-46dBV
受信トーンツイスト 0～6dB 0～7dB 0～7dB
トーン出力時間 75msec～85msec 88msec～110msec 80msec～85msec
音声同時受信 あり なし あり

3.7 オフフック検出
"図 3.7.1"にオフフック検出回路例を示します。オフフック検出を行うには、MODE1端子を1に設定して
おく必要があります。下図の例ではデバイスがパワーダウンモードでもオンフック/オフフック状態を検
定することができます。検定は、HOOK端子とEXTREF端子に与えられている電圧値を比較することによ
って行います。 これによりオフフックを検出 すると( HO OK 端子電圧 < EX TRE F端子 電圧) 、# RDET 端子
は0を出力します。

HOOK

TIP

RING

RING

MODE1 = 1EXTREF

#RDET
Amp(  )
–

+

図 3.7.1　オフフック検出回路例
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4 実装上の注意事項

＜発振回路＞

● 発振特性は諸条件(使用部品、基板パターン等)により変化します。
特に水晶振動子を使用する場合、容量などの定数は発振子メーカーの推奨値を使用してください。

● ノイズによる発振クロックの乱れは誤動作の原因となります。これを防止するため次の点に配慮して
ください。

( 1) OS C3、OS C4端子に接続する 発振子、コンデンサ等の部品は、できるだけ 最短で接続してくださ
い。

(2) OSC3、OSC4端子およびこれらの端子に接続された部品の周辺部は下図のようにVSSパターンをで
きるだけ広く作成してください。
また、このVSSパターンは発振用途以外に使用しないでください。

OSC4

OSC3

VSS

VSSパターン作成例 (OSC3)

(3) OSC3端子に外部クロックを入力する場合、クロック源からできるだけ最短で接続してください。
また、 OSC4端子を開放としてください。

● OS C3－VDD間のリ ーク電流による発振回 路の不安定動作を防止 するため、基板パター ンにおいて、
OSC3はVDD電源や信号線とは十分な距離を確保してください。

＜電源回路＞

● ノイズによる急激な電源変動は誤動作の原因となります。これを防止するため次の点に配慮してくだ
さい。

(1) 電源からVDD、VSSおよびVREF端子へはできるだけ短くかつ太いパターンで接続してください。

(2) VDD－VSSのバイパスコンデンサを接続する場合、 VDD端子とVSS端子をできるだけ最短で接続し
てください。

VDD

VSS

バイパスコンデンサの接続例�

VDD

VSS

➡



4　実装上の注意事項

18 EPSON S1C05251 TECHNICAL MANUAL

＜信号線の配置＞

● 相互インダクタンスによって生じる電磁誘導ノイズを防止するために、発振部等のノイズに弱い回路
近くには、大電流信号線を配置しないでください。

● 高速動作する信号線と、長くかつ平行にまたは交差させて別の信号線を配置することは、信号間の相
互干渉によって発生するノイズにより誤動作の原因となります。
特に、発振部等のノイズに弱い回路近くには、高速に動作する信号線を配置しないでください。

OSC4

OSC3

VSS

大電流信号線�
高速動作信号線�

禁止パターン�

＜光に対する取り扱い(ベアチップ実装の場合)＞

● 半導体素子は、光が照射されると特性が変化します。このため、本ICに光が当たると誤動作をおこす
ことがあります。
光に対するICの誤動作を防ぐため、本ICが実装される基板および製品について、以下に示す内容を考
慮してください。

(1) 実使用時にICの遮光性が考慮された構造となるよう、設計および実装を行ってください。

(2) 検査工程では、 ICの遮光性が考慮された環境設計を行ってください。

(3) ICの遮光は、ICチップの表面、裏面および側面について考慮してください。
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5 電気的特性
5.1 絶対最大定格

項　　目 記号 定格値 単位
電源電圧 VDD -0.5～7 V
入力電圧 VI -0.3～VDD+0.3 V
許容総出力電流 ΣIVDD ±10 mA
許容損失 PD 250 mW
保存温度 TSTG -65～150 °C
半田付け温度 TSOL 255 °C
半田付け時間 tSOL 10 Sec
動作温度 TOPR -20～70 °C
静電気耐圧 VE EIAJ試験法(C=200pF): 250V以上、MIL試験法(C=100pF,R=1.5kΩ): 1200V以上 V
電圧はVSS端子をグラウンドレベルとした場合の値です。

5.2 推奨動作条件
項　　目 記号 条　　件 単位

電源電圧 VDD 2.7～5.5 V
水晶/クロック周波数 fCLK 3.579545 MHz
水晶/クロック周波数誤差 fERR ±0.01 %
電圧はVSS端子をグラウンドレベルとした場合の値です。

5.3 DC特性
特記なき場合: VDD=2.7V～5.5V, VSS=0V, fCLK=3.579545MHz, Ta=-20～70°C

項　　目 記号 条　　件 Min. Typ. Max. 単位
高レベル入力電圧(1) VIH1 OSC3, MODE0, MODE1, #SCLK,

SDI, PDWN, #RESET, EXTCLK
0.8VDD VDD V

高レベル入力電圧(2) VIH2 RDIN, #RDRC 0.7VDD VDD V
低レベル入力電圧(1) VIL1 OSC3, MODE0, MODE1, #SCLK,

SDI, PDWN, #RESET, EXTCLK
0 0.2VDD V

低レベル入力電圧(2) VIL2 RDIN, #RDRC 0 0.3VDD V
高レベル入力電流 IIH VIH=VDD RDIN, OSC3, MODE0, MODE1,

#SCLK, SDI, PDWN, #RESET,
#IRQ, #RDRC(RDIN=Low時),
EXTCLK

0 0.5 µA

低レベル入力電流 IIL VIL=VSS RDIN, OSC3, MODE0, MODE1,
#SCLK, SDI, PDWN, #RESET,
#RDRC, #IRQ, EXTCLK

-0.5 0 µA

高レベル出力電流 IOH VOH=0.9VDD SDO, #DET, #RDET, #PQUAL -1.5 mA
低レベル出力電流 IOL VOL=0.1VDD SDO, #DET, #RDET, #PQUAL,

#IRQ, #RDRC
2.5 mA

VREF出力電圧 VREF VDD/2 V
入力インピーダンス RIN INP, INN, HOOK, EXTREF, CASIN 10 MΩ

RCDIN CDIN 140 200 260 kΩ

5.4 消費電流
特記なき場合: VDD=2.7V～5.5V, VSS=0V, fCLK=3.579545MHz, Ta=-20～70°C

項　　目 記号 条　　件 Min. Typ. Max. 単位
消費電流 IOP ゼロパワーモード(PDWN=High) VDD=5V 1.0 µA

FSKエナジ検出モード(PDWN=High) VDD=5V 6.0 8.0 µA
動作時(信号入力なし) VDD=5V 3.0 mA

VDD=3V 1.8 mA
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5.5 水晶発振特性
特記なき場合: VDD=2.7V～5.5V, VSS=0V, CG=CD=18pF, Ta=25°C

項　　目 記号 条　　件 Min. Typ. Max. 単位
発振開始時間 tsta 3.579545MHz振動子 20 msec

5.6 FSK復調回路特性

5.6.1 FSK AC特性
特記なき場合: VDD=5.0/3.0V, VSS=0V, fCLK=3.579545MHz, Ta=-20～70°C

項　　目 記号 条　　件 Min. Typ. Max. 単位
転送レート TRATE 1188 1200 1212 ボー
Bell 202マーク(論理1)周波数 fB1 1188 1200 1212 Hz
Bell 202スペース(論理0)周波数 fB0 2178 2200 2222 Hz
ITU-T V.23マーク(論理1)周波数 fV1 1280 1300 1320 Hz
ITU-T V.23スペース(論理0)周波数 fV2 2068 2100 2132 Hz
SN比 SNR 20 – – dB
キャリア検出ON感度 ∗ 1 CDONFSK VDD=5V -45.0 -43.0 -41.0 dBm
(TIP/RINGでの入力レベル) 入力アンプ利得(GAMP)=-5dB -47.2 -45.2 -43.2 dBV

VDD=3V -45.0 -43.0 -41.0 dBm
入力アンプ利得(GAMP)=-9.4dB -47.2 -45.2 -43.2 dBV

キャリア検出OFF感度 ∗ 1 CDOFFFSK VDD=5V -47.0 -45.0 -43.0 dBm
入力アンプ利得(GAMP)=-5dB -49.2 -47.2 -45.2 dBV
VDD=3V -47.0 -45.0 -43.0 dBm
入力アンプ利得(GAMP)=-9.4dB -49.2 -47.2 -45.2 dBV

∗ 1 入力アンプの利得がGAMP(dB)に設定されている場合、CDONFSKとCDOFFFSKのTyp.値は以下の式から算出できます。

CDONFSK [dBm] = -GAMP - 48.0 + 20log(VDD) [dBm],
5

CDOFFFSK [dBm] = -GAMP - 50.0 + 20log(VDD) [dBm],
5

CDONFSK [dBV] = -GAMP - 50.2 + 20log(VDD) [dBV]
5

CDOFFFSK [dBV] = -GAMP - 52.2 + 20log(VDD) [dBV]
5

5.6.2 FSKスイッチング特性
特記なき場合: VDD=5.0/3.0V, VSS=0V, fCLK=3.579545MHz, Ta=-20～70°C, CL=50pF

項　　目 記号 条　　件 Min. Typ. Max. 単位
PDWN立ち下がり→FSK tSUPD 20 msec
キャリア検出開始時間 tCDON 5 10 15 msec
データエンド→#DET立ち上がり tCDOFF 5 10 15 msec
PDWN立ち下がり→発振開始 tDOCH VDD=5V 7 12 msec

VDD=3V 10 15 msec

101010... DATA1

101010... DATA1

1st RING

tSUPD

tCDON

tDOCH

tCDOFF

入力

#RDRC

#RDET

PDWN

#DET

SDO

OSC4

2nd RING

VIL2

VIH2

図 5.6.1　FSKスイッチング特性
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5.6.3 FSKエナジ検出モードAC特性
特記なき場合: VDD=5.0/3.0V, VSS=0V, fCLK=3.579545MHz, Ta=-20～70°C

項　　目 記号 条　　件 Min. Typ. Max. 単位
転送レート TRATE 1188 1200 1212 ボー
Bell 202マーク(論理1)周波数 fB1 1188 1200 1212 Hz
Bell 202スペース(論理0)周波数 fB0 2178 2200 2222 Hz
ITU-T V.23マーク(論理1)周波数 fV1 1280 1300 1320 Hz
ITU-T V.23スペース(論理0)周波数 fV2 2068 2100 2132 Hz
SN比 SNR 20 – – dB
キャリア検出ON感度 ∗ 1 CDONFSK VDD=5V -44.0 -41.0 -38.0 dBm
(TIP/RINGでの入力レベル) 入力アンプ利得(GAMP)=-5dB -46.2 -43.2 -40.2 dBV

VDD=3V -44.0 -41.0 -38.0 dBm
入力アンプ利得(GAMP)=-9.4dB -46.2 -43.2 -40.2 dBV

∗ 1 入力アンプの利得がGAMP(dB)に設定されている場合、CDONFSKのTyp.値は以下の式から算出できます。

CDONFSK [dBm] = -GAMP - 46.0 + 20log(VDD) [dBm],
5

CDONFSK [dBV] = -GAMP - 48.2 + 20log(VDD) [dBV]
5

5.6.4 FSKエナジ検出モードスイッチング特性
特記なき場合: VDD=5.0/3.0V, VSS=0V, fCLK=3.579545MHz, Ta=-20～70°C, CL=50pF

項　　目 記号 条　　件 Min. Typ. Max. 単位
FSKエナジ検出取得時間 tEGAQ VDD=5V 12 20 msec
FSK終了→#IRQ立ち上がり tEGIH VDD=5V 24 40 msec

tEGAQ tEGIH

FSK

#IRQ

図 5.6.2　FSKエナジ検出モードスイッチング特性
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5.7 デュアルトーン(CAS)検出回路特性

5.7.1 CAS AC特性
特記なき場合: VDD=5.0/3.0V, VSS=0V, fCLK=3.579545MHz, Ta=-20～70°C

項　　目 記号 条　　件 Min. Typ. Max. 単位
キャリア検出感度 ∗ 1
(TIP/RINGでの入力レベル)

CDONTONE VDD=5V, Bellcoreモード
入力アンプ利得(GAMP)=-5dB
トーンフィルタ利得=-4dB

-39.9 -35.9 -31.9 dBm

VDD=5V, BTモード ∗ 2
入力アンプ利得(GAMP)=-5dB
トーンフィルタ利得=-4dB

-48.1 -44.1 -40.1 dBV

VDD=3V, Bellcoreモード
入力アンプ利得(GAMP)=-9.4dB
トーンフィルタ利得=-4dB

-39.9 -35.9 -31.9 dBm

VDD=3V, BTモード ∗ 2
入力アンプ利得(GAMP)=-9.4dB
トーンフィルタ利得=-4dB

-48.1 -44.1 -40.1 dBV

ロートーン周波数 fLTONE Bellcore (±0.5%) 2119.35 2130 2140.65 Hz
BT回線断状態 2110 2130 2150 Hz
BT回線接続状態(±0.6%) 2117.22 2130 2142.78 Hz

ハイトーン周波数 fHTONE Bellcore (±0.5%) 2736.25 2750 2763.75 Hz
BT回線断状態 2720 2750 2780 Hz
BT回線接続状態(±0.6%) 2733.50 2750 2766.50 Hz

∗ 1 入力アンプの利得がGAMP(dB)に設定されている場合、CDONTONEのTyp.値は以下の式から算出できます。
(内部のトーンフィルタ利得 = -4dB時)

CDONTONE [dBm] = -GAMP - 40.9 + 20log(VDD) [dBm],
5

CDONTONE [dBV] = -GAMP - 49.1 + 20log(VDD) [dBV]
5

∗ 2 B T モードは モードレジスタ( アド レス= 0h )のビット2を1 に設定することで選択 されます。この設定に より各デュ
アルトーンフィルタの利得が+6dB増加し、BT用のCDレベルに調整されます。

5.7.2 CASスイッチング特性
特記なき場合: VDD=5.0/3.0V, VSS=0V, fCLK=3.579545MHz, Ta=-20～70°C, CL=50pF

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位
CAS検出取得時間 tCASAQ 2.8×(N+2)+16.9 msec
CASエンド→#DET立ち上がり tCASDH 2.8×(31-N)+13.1 msec
CAS幅 tCASW 75 80 85 msec
N = TH0 × 16 + TL3 × 8 + TL2 × 4 + TL1 × 2 + TL0

tCASAQ

tCASW

tCASDH

CAS

#DET

図 5.7.1　CASスイッチング特性
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5.8 コールプログレスモード(CPM)検出回路特性

5.8.1 CPM AC特性
特記なき場合: VDD=5.0/3.0V, VSS=0V, fCLK=3.579545MHz, Ta=-20～70°C

項　　目 記号 条　　件 Min. Typ. Max. 単位
キャリア検出ON感度 ∗ 1 CDONCPM VDD=5V -45.0 -43.0 -41.0 dBm
(TIP/RINGでの入力レベル) 入力アンプ利得(GAMP)=-5dB -47.2 -45.2 -43.2 dBV

VDD=3V -45.0 -43.0 -41.0 dBm
入力アンプ利得(GAMP)=-9.4dB -47.2 -45.2 -43.2 dBV

キャリア検出OFF感度 ∗ 1 CDOFFCPM VDD=5V -47.0 -45.0 -43.0 dBm
入力アンプ利得(GAMP)=-5dB -49.2 -47.2 -45.2 dBV
VDD=3V -47.0 -45.0 -43.0 dBm
入力アンプ利得(GAMP)=-9.4dB -49.2 -47.2 -45.2 dBV

∗ 1 入力アンプの利得がG AM P( dB ) に設定されている場合、C D O NCPM とC D O F F CPM のT yp. 値は以下の式から算出でき
ます。

CDONCPM [dBm] = -GAMP - 48.0 + 20log(VDD) [dBm],
5

CDOFFCPM [dBm] = -GAMP - 50.0 + 20log(VDD) [dBm],
5

CDONCPM [dBV] = -GAMP - 50.2 + 20log(VDD) [dBV]
5

CDOFFCPM [dBV] = -GAMP - 52.2 + 20log(VDD) [dBV]
5

5.8.2 CPMスイッチング特性
特記なき場合: VDD=5.0/3.0V, VSS=0V, fCLK=3.579545MHz, Ta=-20～70°C, CL=50pF

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位
CPMトーン検出取得時間 tCPMAQ 25 msec
CPMトーンエンド→#IRQ立ち上がり tCPMIH 30 msec

tCPMAQ tCPMIH

CPM

#IRQ

#DET

図 5.8.1　CPMスイッチング特性



5　電気的特性

24 EPSON S1C05251 TECHNICAL MANUAL

5.9 シリアルインタフェース回路特性

5.9.1 シリアルインタフェースAC特性
特記なき場合: VDD=5.0/3.0V, VSS=0V, fCLK=3.579545MHz, Ta=-20～70°C, CL=50pF

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位
#SCLK周波数 fSCLK 1 MHz
#SCLKパルス幅 tWSCLK 400 nsec
SDIセットアップ時間 tSSDI 250 nsec
SDIホールド時間 tHSDI 500 nsec
SDO遅延時間 tDSDO 250 nsec
MODE0 Highセットアップ時間 tSMH 1 µsec
MODE0 Highホールド時間 tHMH 1 µsec
MODE0 Lowセットアップ時間 tSML 1 µsec
MODE0 Lowホールド時間 tHML 1 µsec
MODE0 Lowパルス幅 tMDW 1 µsec

SDI

#SCLK

MODE0

tSSDI

tMDW tSMH
tHMHfSCLK

tWSCLK tWSCLK

tHSDI

図 5.9.1　シリアルインタフェース入力タイミング

SDO

#SCLK

MODE0
tSML

tHML

tDSDOtDSDO

図 5.9.2　シリアルインタフェース出力タイミング
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5.9.2 FSK復調データリードモード
INPおよびINN端子に入力されたFSK信号は8ビット調歩同期式のデータに復調されます。その後内部の8
ビットシフトレジスタに サンプルされます。データがシフトレジスタに格 納されると、# IRQ 端子がLo w
レベルとなりホストCPUからの読み出しが可能であることを示します。
MOD E0 端子がLo wレベルで同期モードが選択されている( MDR[ 0 ]  = 1 )場合、ホストCPU は# SCLK 端子に
供給するクロックに同期して8ビットデータを読み出します。"図 5.9.3"にそのタイミングを示します。8
ビットデー タの各ビットはビ ット0 を先頭に# SCLK クロックの立ち下が りエッジに同期し てSD O端子か
ら出力されます。ホストCPUは#SCLKクロックの立ち上がりエッジで各ビットを取り込みます。
MOD E0 端子がLo wレベルで非同期モードが選択されている( MDR[ 0 ]  = 0 )場合、1 ,20 0ボーの転送レートで
SD O端子からデータが出力 されます。ホストCPU からのクロック供給は不要 です。ホストCPU はスター
トビットに同期してデータを取り込みます。

受信データ�

SDO

#SCLK

#IRQ

MODE0

BIT0 BIT1 BIT2 BIT3 BIT4 BIT5 BIT6 BIT7

FSK/リードモード�

ストップビット�

CAS/ライトモード�

417µsec

ストップビットの立ち上がりエッジでHigh

#IRQ→Low
#SCLKの最初の立ち上がりエッジで#IRQ→High

図 5.9.3　同期モードのタイミング

SDO

#SCLK

#IRQ

MODE0

BIT0 BIT1 BIT2 BIT3 BIT4 BIT5 BIT6 BIT7 stop

FSK/リードモード�

CAS/ライトモード�

start

図 5.9.4　非同期モードのタイミング

5.9.3 CAS検出回路制御レジスタライトモード
ホストCPU は各制御ビットを設定するため、SD I端子 を通して内部レジスタに4 ビットデータを書き込む
ことができます。データを書き込む前に、ホストCPUはMODE0端子を一度Lowレベルに設定し、書き込
み制御回路を初期化する 必要があります。その後、Hi gh レベルに設定し、デ ータの書き込み中はHi gh レ
ベルに固定します。SDI端子に入力されるデータは、同じくホストCPUが#SCLK端子に供給するクロック
の立ち上がりエッジでサンプルされます。ホストCPUから送られるデータの最初の4ビットはアクセスす
る内部レジスタのアドレスA[3:0]で、続く4ビットは指定のレジスタに書き込むデータビットD[3:0]です。
データの入力はLSBを先頭に行います。

SDI

#SCLK

MODE0

A0 A1 A2 A0 A1 A2A3 D0 D1 D2 D3 D3

FSK/リードモード�

CAS/ライトモード�

最初のデータ� 2番目のデータ� n番目のデータ�

Lowレベル�

図 5.9.5　データ書き込みタイミング
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5.10 S1C05251タイミングチャート

5.10.1 Bellcoreオンフックデータ転送

FSKデータ転送�1st RING 2nd RINGINP/INN

#RDRC

#IRQ

PDWN

MODE0

#DET

SDI

SDO

#SCLK

OSC4

最終データ受信後のパワーダウン�

FSK/リードモード�

リング検出�

シリアルクロック�

受信データ�

リング検出�

キャリアなし�キャリア検出�

タイムアウトによるパワーダウン�

図 5.10.1　Bellcoreオンフックデータ転送タイミングチャート

5.10.2 Bellcoreオフフックデータ転送

FSKデータ転送�SAS CAS ACKINP/INN

#RDRC

#IRQ

PDWN

MODE0

#DET

SDI

SDO

#SCLK

OSC4

CPE→オフフック�

CAS/ライトモード� FSK/リードモード�

ACK送信後はキャリア検出の失敗を防止するためFSKモードの設定が必要�

最終データ受信後はCASモードを設定�
CASトーン検出のため、オフフック中は�
パワーオン状態を維持�

シリアルクロック� シリアルクロック�

受信データ�

キャリア検出�CASトーン検出�

コントロールデータビット書き込み�

CPE→受話器をミュート�

CPEからDTMF D送信�

CPE→受話器のミュートを解除�

図 5.10.2　Bellcoreオフフックデータ転送タイミングチャート
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5.10.3 BT Idle State CLIサービス

FSKデータ転送�アラート信号�� 1st RINGINP/INN

#RDRC

#IRQ

PDWN

MODE0

#DET

SDI

SDO

#SCLK

OSC4

最終データ受信後のパワーダウン�

CAS/ライトモード�

ラインリバーサル�

FSK/リードモード�

ラインリバーサル検出�

シリアルクロック� シリアルクロック�

受信データ�

リング検出�

キャリア検出�

コントロールデータビット書き込み�

タイムアウトによるパワーダウン�

CASトーン検出�

図 5.10.3　BT Idle State CLIサービスタイミングチャート

5.10.4 BT Loop State CLIサービス

FSKデータ転送�アラート信号� ACKINP/INN

#RDRC

#IRQ

PDWN

MODE0

#DET

SDI

SDO

#SCLK

OSC4

TE→オフフック�

CAS/ライトモード� FSK/リードモード�

ACK送信後はキャリア検出の失敗を防止するためFSKモードの設定が必要�

最終データ受信後はCASモードを設定�
CASトーン検出のため、オフフック中は�
パワーオン状態を維持�

シリアルクロック� シリアルクロック�

受信データ�

キャリア検出�CASトーン検出�

コントロールデータビット書き込み�

TE→受話器をミュート�

TEからDTMF D送信�

TE→受話器のミュートを解除�

図 5.10.4　BT Loop State CLIサービスタイミングチャート
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5.11 外部結線図(例)

5.11.1 Bellcore互換電話機回路例

INP

INN

FB

CASIN

CASFB

VREF

EXTREF

HOOK

RDIN

#RDRC

#RDET

PDWN

#RESET

VSS

VDD

BPOUT

CDIN

SDO

SDI

#SCLK

#IRQ

#DET

#PQUAL

MODE1

MODE0

EXTCLK

OSC4

OSC3

TIP

RING
S1C05251

VDD

0.1µF

1µF

18pF

18pF
3.579545MHz

500pF

500pF

470kΩ

33kΩ

270kΩ

0.1µF0.2µF

R5R3

R1

R2

R6R4

R7

R8
0.2µF0.2µF

保護�
ネットワーク�

フック�
スイッチ�

ミュート制御� DTMFトーン�

通話�
ネットワーク�

受話器�

ホ
ス
ト
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
�

図 5.11.1　Bellcore互換電話機回路例

注: 上記回路は一例であり、特に動作を保証するものではありません。

* R1～R8については"3.3 入力アンプ回路"を参照してください。
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5.11.2 Bellcore互換補助機回路例

TIP

RING
VDD

0.1µF

1µF

18pF

18pF
3.579545MHz

500pF

500pF

470kΩ

33kΩ

270kΩ

0.1µF0.2µF

R5

R4

R3

R1

R2

R6

0.2µF0.2µF

保護�
ネットワーク�

ミュート制御�

電話機へ�

DTMFトーン�

DTMF�
インタフェース�

ホ
ス
ト
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
�

INP

INN

FB

CASIN

CASFB

VREF

EXTREF

HOOK

RDIN

#RDRC

#RDET

PDWN

#RESET

VSS

VDD

BPOUT

CDIN

SDO

SDI

#SCLK

#IRQ

#DET

#PQUAL

MODE1

MODE0

EXTCLK

OSC4

OSC3

S1C05251

フック�
スイッチ�

図 5.11.2　Bellcore互換補助機回路例

注: 上記回路は一例であり、特に動作を保証するものではありません。

* R1～R6については"3.3 入力アンプ回路"を参照してください。
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6 パッケージ

SOP2-28pinプラスチックパッケージ
単位: mm (インチ)
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7 パッド配置
7.1 パッド配置図

1

(0, 0) 2.
59

 m
m

2.12 mm

X

Y

23456

9

10

11
12

13

14

15

16 22

23

24

25

26
27

28

2120191817

78

Die No.

チップ厚: 400µm
パッド開口部: 100µm

7.2 パッド座標
(単位: µm)

パッドNo. パッド名 X座標 Y座標 パッドNo. パッド名 X座標 Y座標
1 SD0 879.9 1116.3 15 #RDET -879.8 -823.8
2 CDIN 463.7 1116.3 16 PDWN -879.8 -1116.4
3 BPOUT 348.2 1116.3 17 #RESET -764.3 -1116.4
4 VDD 26.1 1116.3 18 VSS -401.0 -1116.4
5 INP -89.4 1116.3 19 OSC3 -285.5 -1116.4
6 INN -418.1 1116.3 20 OSC4 440.3 -1116.4
7 FB -533.6 1116.3 21 EXTCLK 764.4 -1116.4
8 CASIN -879.8 1116.3 22 MODE0 879.9 -1116.4
9 CASFB -879.8 850.5 23 MODE1 879.9 -823.8

10 VREF -879.8 735.0 24 #PQUAL 879.9 -365.3
11 EXTREF -879.8 406.4 25 #DET 879.9 -74.7
12 HOOK -879.8 290.9 26 #IRQ 879.9 420.8
13 RDIN -879.8 -37.8 27 #SCLK 879.9 536.3
14 #RDRC -879.8 -328.4 28 SDI 879.9 976.1
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